









































































































































































































































































































































































































































































































































        
（83）54
アルカイズムすなわち原始的な習慣を，アテーナイこそが他国に先駆け
             
て克服したのだ
































































































       
，しかしその敵がいつか友となる日があることを
                    
忘れてはならぬ
      
と。また，友に尽くして助けとなる時も
            
，それが永
   
51（86）
遠の友でないことを心得たい







































































































































































































































































































































































































































容 と し て い る」――	
		

	
	

	
	


より
引用者訳）。この方向の研究は，とりあえず	
			
	


において集大成されたが，この大部
の著作をもってしても，未だに見逃されている類似点は少なくない。
）　前掲のクナウアーによる研究書には，『アエネーイス』と『オデュッセ
イア』『イーリアス』（および第三の参照文書であるアポロニオス『アルゴ
ナウティカ』）との複雑な対応関係をビジュアル的に図示した紙が一枚，
付録として添付されている。
）　岩波文庫の松平千秋訳（下巻ページ以下）による。
）　細かく言うなら，原文は	


となって
いて，「老」という語は入っていない。
）　この末は，逸身喜一郎『ギリシャ・ローマ文学韻文の系譜』，放
送大学印刷教材，年（第二版）の『イーリアス』を扱った章（
ページ以下）に分かりやすく解説されている。
）　『イーリアス』第九巻にメレアグロスの怒りの話が挿入されていること
を考えると，ホメーロス以前から「怒りと和解」という問題が文学のテー
マになっていたのかもしれない。
）　「ギリシア悲劇にみるギリシア的なものと非ギリシア的なもの」，地中海
文化を語る会編『ギリシア・ローマ世界における他者』，彩流社，，
ページ
）　前掲書ページ。
）　	
	


は，「オレステイア」を扱う章の最後で（ページ以下），『慈しみ
の女神たち』の結びにこめられた主張を――いわゆる“”（ロー
マ帝国の世界支配理念）からのアナロジーで――“”と呼んで
いる。「オレステイア」における正義の賛美は，同時にアテーナイの賛美
でもある。そしてこれは，この優れたアテーナイこそがギリシアの諸ポリ
（95）42
スを指導・支配するべきだという形で，権力への志向を生み出すことにな
る（デーロス同盟からペロポネソス戦争への流れ）。国家の精神的な理念
と政治的な要求が表裏一体をなすという点で，まさに後のローマ帝国の支
配者イデオロギーと酷似した構造が見えてくるのである。
）　〔　〕内の意訳部分も含め，橋本隆夫訳（岩波書店「ギリシア悲劇全集」
第１巻，年）による。
）　以下，『アイアース』からの引用は木曾明子訳（岩波書店「ギリシア悲
劇全集」第４巻，年）による。
）　キケロ『友情について』によれば，「いつかは憎むとおもって愛せ」
という格言は古代ギリシア七賢人の一人ビアースのものだとする説があっ
た。
）　	

		
	
	

	引用訳文は久保田忠利訳（岩波書店「キケロー選集」
第１巻，年）より。
）　	
	
	
		




	
			

	
	


	
	
	
引用訳文は
山沢孝至訳（岩波書店「キケロー選集」第２巻，年）より。
）　ウェルギリウスの生涯について，確かなことはほとんど分かっていない。
ドーナートゥス（スエトニウス）などの伝記には，古伝であるとはいえす
でに伝説的・創作的な要素がかなり入り込んでしまっているし，『牧歌』
から作者本人の自伝的な情報を読みとろうとする試みは，すでに方法論的
に過去のものとなっている。ウェルギリウスの伝記に関する最近の研究状
況は，前掲書（注７），ページ以下を参照。
）　原文は上記注と注に。
）　は「敬虔さ」「敬神」「義務感」「信義」などいろいろな訳が可能
な難しい言葉で，ここの文脈では「信義」あたりが適切かと思えるが，あ
えて多義性を活かすため，原語のままにとどめておいた。
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